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要   旨：    

背景と目的： 地中海食事は健康的な食事の模範と考えられる。 

      しかし、地中海諸国でこの食事パターンと非致死性の心臓血管系症状との間

の関連を追跡して評価した証拠は少ない。 

      本研究の目的は、地中海食事の順守と致死性および非致死性の心臓血管系症

状の発症率との間の関連を、地中海地域の最初は健康な中年の人で評価するこ

とであった。 

 

方法と結果： 最初は心臓血管系疾患のない参加者 13,909人(60％が女性、平均年齢 38歳)

を 4.9年間、我々は追跡した。 

       参加者は、スペイン全ての地域からの大学卒業者の追跡コホート研究の一部

であった。 

       認証済の 136項目食品頻度アンケートを用いて、開始時の食事を評価した。 

       地中海食事の順守を評価するために、９点スコアを用いた。 

       臨床症状の発症を、医療記録の再検討で確認した。 

 

       100件の心臓血管系疾患の発症を、我々は観察した。 

       多変量解析で、地中海食事の順守が最高(スコア＞6)の参加者は、最低(＜3)

の参加者と比較して低い心臓血管系リスクを示した(ハザード比＝0.41、95％ 

信頼区間[CI]0.18－0.95)。 

       スコア２点上昇に対する調整ハザード比は、心臓血管系疾患全体で 0.80 

(95％CI：0.62－1.02)、冠状動脈性心疾患では 0.74(0.55－0.99)であった。 

 

結  論：  最初は健康な中年の人で、地中海食事の順守と致死性および非致死性の心臓

血管系疾患の発症率との間に逆の関連がある。 
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